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Message

代表理事　大友直人

Rowland Kirishima

会長 車谷暢昭

こ こ に し か な い 音 楽 が あ る 　皆さまから頂戴しました温かいご支援をもちまして、
今年のMMCJ2019 は無事に終了することが出来ました。期間中は世界７ヵ国から集まった
優秀な学生と講師陣が、横浜みなとみらいホールの施設内で、連日、熱心な活動を繰り広げました。今年の参加学生の水準も大変
高く、極めて質の高い充実した内容の講習会とコンサートになりました。

　オーケストラコンサートでは、ハイドンの交響曲第４４番ホ短調「悲しみ」、シェーンベルクの室内交響曲第１番、及びシベリウス
の交響曲第２番をお届けし、さらに２年前に初演し好評を頂いたMMCJ 委嘱の萩森英明作曲 Novelette for Violette を再演
致しました。期間中に開催した講師コンサート、学生による室内楽のコンサート、東京と横浜でのオーケストラコンサートは、いずれ
も多くのお客様にご来場いただき、来年度以降につながる熱気に溢れたコンサートとなりました。

　また、今年もスケジュールの合間を縫って、横浜の三渓園で「茶の湯」や「香道」を体験し楽しみました。
昼休みのミニコンサートとして、国際弁護士で音楽にも造詣が深い松尾翼先生による日本の文化と音楽
の歴史についてのレクチャーと「浜辺の歌」を聴き、全員で合唱しました。

　横浜という魅力溢れる街に約３週間滞在し、音楽を通して国際交流を行うMMCJ は、すべての参加
者にとって生涯忘れることのできない貴重な経験となり、今後参加者各々の輝かしい活動に生かされて
いくことでしょう。近い将来、世界の音楽界を担っていくであろう若い才能と、既に世界の第一線で活躍
中の音楽家が、日本の横浜で世界最高水準の音楽体験を実現しているMMCJ は、まさに日本や横浜の
存在を世界に印象づける、最も具体的かつ効果的な事業であることをあらためて実感した３週間でもあ
りました。
　
　頂戴しました温かいご支援に心より厚く御礼申し上げますとともに、今後とも引き続きMMCJ にご支
援賜りますようお願い申し上げます。

Music Masters Course Japan YOKOHAMA-TOKYO
6.26 Wed-7.14  Sun 2019

　皆様からあたたかい御支援を賜りましたMMCJ2019 は、お陰様で大きな成果をあげ、無事に終了する
事ができました。厚く御礼申し上げます。

　世界各地の音楽界で活躍中の講師陣と世界中からオーディションで選ばれた優秀な学生達が、横浜で
寝食を共にしながら音楽を深く追求し互いに学び合う体験は、全ての参加者にとってかけがえのない貴重
な経験になったことと思います。

　国籍や受けた教育の異なる音楽家達が、真摯に相互理解に努め、見事なハーモニーを作り上げるプロセ
スと成果は、迷走する国際関係への力強いメッセージに繋がるようにも感じます。

　来年には 20 周年を迎えるMMCJに、是非とも引き続き御支援を賜りますようお願い申し上げます。
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倉橋 眞起子／小泉 泰郎／古河 久人／兒玉 圭司
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田之上 幸広／筑紫 勝麿／遠山 精一／中内 靖／中原 悦夫
中村 正弘／中山 こずゑ／成宮 俊雄／西浦 文子／丹羽 徹
野澤 顯治／林 路郎／平尾 卓也／藤森 義明／保倉 光邦
前田 浩雄／松尾 翼／三上 信也／山梨 広一／M.A／M.S
Y.A／ Y.K. ／匿名希望8名

アニヴェルセル みなとみらい横浜
税理士法人アルタス
京浜急行電鉄
ジャパントラディショナルカルチャーラボ株式会社
玉川大学芸術学部 PA学科マネジメントクラス
東急電鉄
ナビオス横浜
株式会社日本旅行・GBTアローヘッド事業本部
マエストローラ音楽院
松尾翼
協同組合 元町ＳＳ会
横浜ベイホテル東急

横浜アーツフェスティバル実行委員会

法人協賛：

個人協賛：

協力：

後援：

■演奏会

7月４日（木）19:00 開演
ガラ・コンサート（講師室内楽コンサート）
横浜みなとみらいホール 小ホール

7月3日（水）11:30 開演
受講生によるロビー・コンサートVOL.1
アニヴェルセル　みなとみらい横浜

7月６日（土）11:30 開演
受講生によるロビー ·コンサートVOL.2
横浜みなとみらいホール 1Fエントランス

7月8日（月）18:00 開演
受講生による室内楽コンサート
横浜みなとみらいホール 小ホール

7月１3日（土）14:00 開演
オーケストラ ·コンサート
紀尾井ホール

7月１4日（日）14:00 開演
オーケストラ ·コンサート
横浜みなとみらいホール 大ホール

室内楽…６月２６日～７月８日
オーケストラ…７月１０日～１４日

■マスターズ・コース

７月４日（木） ガラ・コンサート
７月８日（月） 受講生による室内楽コンサート
７月１４日（日） オーケストラ・コンサート

■横浜市民無料招待（来場者計６４０名）

名称：

会場：

主催：

共催：

助成：

日程：

ミュージック・マスターズ・コース・ジャパン ヨコハマ２０１９

横浜みなとみらいホール、紀尾井ホール

一般社団法人ミュージック・マスターズ・コース・ジャパン

横浜市

横浜みなとみらいホール（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

横浜市

神奈川県

公益社団法人企業メセナ協議会 2021 芸術・文化による社会創造ファンド

2019年６月２６日～７月１４日

開催概要 講師

〒107-0062 東京都港区南青山2-4-15 天翔南青山ビル S504 https://mmcj.org
代表理事：大友 直人　理事：車谷 暢昭（会長）、石川 洋、奥本 真一郎、野宮 博　監事：美澤 臣一　事務局長：堀田 研二

【一般社団法人ミュージック・ マスターズ・コース・ジャパン】

Rowland Kirishima

フランス国立リヨン管弦楽団
コンサートマスター

ジェニファー・ギルバート
音楽監督／ヴァイオリン

Program & Organization Faculties

村田 千佳
荒井 風香
近藤 直人／平林 直人
佐藤 容子
平舘 平
木下 淳
伊藤 あみか／篠原 敏修／豊岡 広美／
中村 理枝子／平出 花子／吉田 まゆき
加賀田 恭子

制作ディレクター：
制作マネージャー／ライブラリアン：

ステージマネージャー
広報：
写真：
映像：
制作：

デザイン：
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そういう経験をして欲しいというのがアラン（ギルバート）と一緒に
始めた時からの共通の想いだし、そのことを講師の皆さんが判って
くれている。そこは嬉しいですし、ありがたいことです。

ジェニファー：（講師が）２００１年から毎年喜んで集まっている
のも大事ですね。

大友：本当に大事。われわれは音楽家であって、企画を制作する
専門家ではないわけだけれど、講師たちがみんな、MMCJは自分
たちが作っていると思ってくれていて、そこが強いつながりになって
いると思います。本当にありがとうございます。

ジェニファー：こちらこそ。ＭＭＣＪのいいところは、室内楽とオー
ケストラが一緒になっていること。室内楽というのはオーケストラ
の基礎にあるものです。オーケストラの編成はそんなに大きくない
けれど、どちらも同じエネルギーと同じ歓びをもってやることがとて
も大切です。
生徒それぞれが各々強みも弱みも持っているし、それぞれの文
化、例えばアメリカの文化、ドイツの文化の特徴や性格もある。
日本のひとはこういう風に弾く、とか。だから様々な国から人が
集まって演奏すれば、当然音楽的な表現にも幅が出てくるのが
とても面白いです。

大友：本当にそう思う。ＭＭＣＪから出てくる音、それが室内楽で
あってもオーケストラであっても、日本のグループとは違うサウンド
がする。日本人の中に違う音楽の感覚をもったひとが入ってくる
と、それに触発されて世界が広がっていく、それ
が素晴らしい。それがＭＭＣＪをやっていて一番
感動するところです。

ジェニファー：日本の音楽界をもう少し広くす
るためにも、ＭＭＣＪは始まったんでしたね。一
年に参加する人は限られているけれど、２０年も
やっていると・・・。

大友：延べでは500人を超すひとが来ている。

ジェニファー：だいたい、そのうち200人が日本人ですね。

■海外の若手に、若いうちに日本を知ってほしい

大友：ヨーロッパの人とかアメリカの人は、音楽家として出来上
がった後は別にして、若い時に日本に来るチャンスはそんなにない
と思います。だけど本当は、まだ色々染まる前にＭＭＣＪに来ても
らって、日本にも親しみをもつ、そういう人が増えてもらいたい。

ジェニファー：みんな毎日朝から晩まで練習しているけれど、それ
ぞれ時間を作って日本の美味しい食べ物も食べているし、この前
は茶道（お点前）も経験しました。

大友：お香のコース（聞香）も体験したみたいですね。

ジェニファー：短い期間の中でも、日本の文化が体験できる大事
なイベントもある。今年は確か二人、（この機会を利用して）ＭＭＣ
Ｊの前後に日本を旅行する生徒がいるみたいです。ＭＭＣＪは、生
徒がお金を出す必要がないことも、誰もが来られるという意味で本
当に素晴らしいです。

大友：そこは大事だからこれからも続けていきたい。そういう風（フ
ルスカラシップ）にしないと一人で来ることは簡単ではないことで
すから。
ところで来年は２０周年だけれど、将来に向けてジェニファーさん
がやりたいことがあったら聞かせて欲しいです。

ジェニファー：今までＭＭＣＪに来た生徒が皆集まって、コンサー
トが出来たら本当に素晴らしいと思っています。最初のころは金管
楽器の生徒もいて、それも良いプログラムでしたね。

大友：２０年だから最初のころの生徒は４０歳過ぎになるね。

 
　 ■ 音 楽を奏でる喜びを

（事務局）ＭＭＣＪで受講生に何を学んでほしいですか？
ジェニファー：演奏するということはとても難しいことで、私たち
演奏家は、プロフェッショナルとして毎日何かしらのプレッシャーを
感じています。自分に対しても常に批判的でなければなりません。
音楽家としてのキャリアは必ずしも自分が思い描いたり、希望して
いる通りにはいかないことが多いと思います。プロフェッショナルと
して毎日をポジティヴで過ごすことは難しいこと。もちろん、曲をど
のように演奏するか、フレーズをどうやって弾くか、どのように譜面
を読むかといった音楽の基礎的な部分も教えますし、音楽家とし
て学び続けいかなければいけないことです。しかし、演奏に向き合
う態度や姿勢も、演奏の技術的なことのように重要です。パーフェ
クトな演奏に向けて技術的な努力もします。でも私が何よりもＭＭ
ＣＪで学んでほしいことは、演奏家として音楽をする喜びです。音楽
を聴衆に届ける喜びだけでなく、演奏家として音楽を奏でる喜びを
講師達の背中をみて感じて欲しいと思っています。

大友：本当にそれは大事。講師はみなさん本当に素晴らしい演奏
家だし、これまで素晴らしい音楽家としての人生を創ってきている
でしょう。そういう人が毎年更に前に進んでいるというその姿を、
生徒がここで見ていることが良い刺激になる。私自身にとっては、
室内楽でみなさんがどんな教え方をしているのか、ガラ・コンサー
トのためにどんなリハーサルをしているのか、それを聴くことがすご
く勉強になりますよ。講師のみなさんが段々変わってきていること
を実感できるのも幸運なことです。

ジェニファー：夢は大友さんと室内楽をやりたい
ですね。本当に。

大友：それは大変だよ。（笑）

 ■ 音 楽 監 督として一 番 の 苦 労は 、
　   カルテットの 組 み 合 わせ

（事務局）音楽監督としてMMCJでのご苦労があ
れば、お聞かせください。

ジェニファー：難しいのはグ
ループを作ること。２週間毎日
長い時間、知らない人と一緒
に過ごして音楽を作ることに
なるのだから、その組み合わ
せを考えるのは慎重になりま
す。オーディションのビデオと
経歴書という少ない情報か
ら、この人はどういう人と一緒
にできるかを考えるのはとて
も難しいことです。

大友：本当にありがとう、ジェ
ニファーさんが一番大変な仕
事をしてくれている。

ジェニファー：本当のことをいうと、毎年、うまくいかないグループ
はできてしまいます。喧嘩までいかなくても、音楽的なことや人間
関係がかみ合わなかったり。でもなるべく、一番うまくいくように組
む努力をしています。これが一番大事なことです。

大友：室内楽は逃げ場がないから、一度そのグループに入ったら
抜けられない。そこでハーモニーを作る、それは大変です。

ジェニファー：3 人、4人、5人は大変、ヴァイオリンが二人いるだ
けで大変（笑）。だからヴァイオリンは毎年ファーストとセカンドを
両方経験してもらうことにしています。

大友：その本当に大変なメンバーリングを、よくやってくれていま
す。もし（途中で）何かうまくいかなくなっても、ジェニファーさんが
本当によくフォローしてくれていて…。

ジェニファー：オーケストラでもそうだけれど、室内楽で一番難し
いのは心理的な部分。私は心理学者じゃないけれど、それぞれのグ
ループをよく見て、話も聞いて、なるべく円滑にいくようにすること
が大事な仕事だと思っています。オーディションも上手い人がたく
さんいるから選ぶのが大変です。人数が限られていますからね。

大友：もうワンサイズ拡げたいとも思いますが…。（繰り返しになる
けれども）そういう人間としてのコミュニケーションが音楽の上でも
すごく大事。先日（講師の）ハーヴィーに、彼はメニューイン・スクー
ルの出身だから、メニューインという人について聞いたら、メニューイ
ン先生は、人間としてバランスのとれた素晴らしい魅力的な人間に
なることが、音楽の上でも一番大事だと言っていたそうです。あれだ

けの素晴らしいヴァイオリン
の先生が、そういうことを言っ
ていたとはすごいですね。

ジェニファー：そうそう。

大友：ＭＭＣＪもそういう精
神でやっていきたいですね、
これからもよろしくお願いし
ます。

ジェニファー：こちらこそ。

ジェニファー・
ギルバート MMCJ 創設音楽監督

MMCJ 音楽監督

対談

MMCJ Talk

 ■ M M C J は 家 族 のよう

大友直人（以下大友）：今日はジェニファー・ギルバート音楽監
督に MMCJ について少しお話していただこうと思います。ジェニ
ファーさんは MMCJ が始まった２００１年からの重要なメンバー
ですが、音楽監督としてもたくさん仕事をしてくださっています。ま
ずジェニファーさんにとってＭＭＣＪはどういう意味があり、またど
んなやり甲斐を感じているのかをお聞かせください。

ジェニファー・ギルバート（以下ジェニファー）：ＭＭＣＪのような
フェスティバルは世界でも珍しいと思います。世界には色々な音楽
大学や音楽祭がありますが、このようなものはあまりありません。
講師と生徒合わせて３０人くらいというのは規模としては小さい
し、様々な国から集まった生徒たちが日本で、もちろん日本人の生
徒も混ざって室内楽とオーケストラを一生懸命に学べるというの
は、類を見ない環境です。

大友：確かにコンパクトだけれど、中味は濃いというか。

ジェニファー：規模が小さい分、距離が近い中で音楽を一緒に
作って、食事もみんな一緒に食べることができる、それは素晴らし
いことだと思います。まるで家族のような雰囲気です。

大友：確かに世界にはフェスティバル、セミナーは多いけれど、
規模はもっと大きいことがほとんど。ＭＭＣＪは初めから世界の
色んなところから生徒を集めることをポリシーにしていて、北米、
ヨーロッパ、アジアなどから集まってくる。規模は小さいけれどた
くさんの国が混ざっているところが嬉しいところです。世界の他の
例だと、アメリカ勢やヨーロッパ勢が多かったりすることが多いで
すからね。

ジェニファー：それはMMCJの本当に素敵なところで、今年は新
たにイランからの生徒も参加してくれました。みんな日本語も少し
覚えたり、もちろん英語の勉強にもなります。色々な文化や言語の
人たちが混ざることで、世界が広がる。これは言っていいことか分ら
ないけれど、講師同士がとても仲が良いことも珍しいと思います。

 ■コミュニケーションは 本 当に大 事

大友：そこは本当に大事なことで、音楽の訓練は一人一人でもで
きる。でも他の人とコミュニケーションをとることは、それほど簡単
ではない。単に楽器をうまく弾けるだけでは立派な音楽家にはな
れなくて、どんな音楽家でもほかの音楽家とコミュニケーションを
とることが大事です。ＭＭＣＪは3週間と短いけれど、一人一人が

２００１年の創設以来、ともに MMCJ で若手音楽家を
育ててきたお二人に、２０周年を前にあらためて
MMCJ を語り合ってもらいました。

大友 直人

2019 年 7 月 14 日、横浜みなとみらいホールにて
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活動タイムライン

Timeline

〈弦楽器〉
10:00-12:00
13:00-14:30
15:00-16:00
16:30-18:00
〈木管楽器〉
09:30-11:30

…レパートリーA練習
…レパートリーB練習
…レパートリーA練習
…レパートリーB練習

…練習

〈弦楽器〉
09:30-10:45
11:00-12:00
13:00-14:30
15:00-16:30
16:45-17:45
18:00-19:00
〈木管楽器〉
09:30-12:30

…レパートリーBレッスン
…レパートリーAレッスン
…レパートリーA練習
…レパートリーB練習
…レパートリーBレッスン
…レパートリーAレッスン

…レッスン

…レパートリーB 練習
…レパートリーBレッスン
…レパートリーA 練習
…レパートリーAレッスン
…ドヴォルザーク練習

…練習
…レッスン

〈弦楽器〉
13:30-15:00
15:30-17:00
〈木管楽器〉
13:30-15:00

…レパートリーA譜読み
…レパートリーB譜読み

…譜読み

4

27
〈弦楽器〉
10:00-12:00
12:45-14:00
14:30-16:15
16:30-17:30
18:00-20:00
〈木管楽器〉
10:00-12:00
14:00-16:00

29 3028

〈弦楽器〉
09:30-10:45
11:30-12:30
13:30-15:00
15:30-17:00
17:30-18:30
〈木管楽器〉
09:30-10:30
13:30-15:00
15:30-17:30
* 新日本フィルハーモニー交響楽団
首席オーボエ奏者

** 読売日本交響楽団首席ファゴット奏者

…レパートリーBレッスン
…レパートリーA練習
…レパートリーAレッスン
…レパートリーB練習
…レパートリーBレッスン

…レッスン
…練習
…レッスン（古部賢一先生）*　

〈弦楽器〉
14:00-15:00
15:15-17:00
17:00-18:00
19:00-20:30
〈木管楽器〉
14:00-15:30
16:00-18:00

…レパートリーAレッスン
…レパートリーB練習
…レパートリーBレッスン
…レパートリーA練習

…練習
…レッスン（吉田將先生）**

…レパートリーBレッスン
…レパートリーAレッスン
…レパートリーA練習
…レパートリーB練習

…レッスン
…練習

〈弦楽器〉
10:00-11:00
11:15-12:15
13:30-15:30
16:00-18:00
〈木管楽器〉
10:00-12:00
13:00-14:30

…レパートリーBレッスン
…レパートリーAレッスン
…レパートリーB練習
…レパートリーA練習

…練習
…レッスン

/1
〈弦楽器〉
09:30-…ドレスリハーサル＠アニヴェルセル
14:00-15:00
15:15-16:15
16:30-17:30
17:45-19:00
〈木管楽器〉
14:00-15:00
15:30-17:30

32 19:00-
講師陣によるガラ・コンサート

…レパートリーB練習
…レパートリーBレッスン
…レパートリーA練習
…レパートリーAレッスン
…レパートリーB練習 

…レッスン
…練習

09:00-13:30
日本文化体験（三渓園）
～茶道・聞香体験～ 

〈弦楽器〉
09:30-10:45
11:00-12:15
13:30-15:00
15:15-16:30
17:00-19:00
〈木管楽器〉
10:00-12:00
14:00-16:00

11:30-12:30
ロビーコンサート＠アニヴェルセル

10:45-11:20
キッズコンサート

10:45-
オリエンテーション
11:30-
キックオフミーティング

8
〈弦楽器〉
09:30-
12:30-
14:00-15:30
16:00-17:30
17:45-19:00
〈木管楽器〉
10:00-12:00
14:00-15:30
16:00-17:30

…個人レッスン
…ランスルー
…シェーンベルク 譜読み
…レパートリーB練習
…レパートリーA練習

…シェーンベルク パート練習
…シェーンベルク 譜読み
…レッスン

〈弦楽器〉
09:30-…ドレスリハーサル＠みなとみらいホール ロビー
14:00-15:00
15:15-16:15
16:30-18:00
〈木管楽器〉
15:00-16:00
16:30-18:00

…レパートリーAレッスン
…レパートリーBレッスン
…レパートリーB練習

…練習
…レッスン

…レパートリーA練習
…ランスルー
…レパートリーBレッスン
…レパートリーB練習
…ランスルー
…レパートリーAレッスン

…練習
…レッスン

〈弦楽器〉
10:30-12:00
13:15-14:45
〈全グループ〉
10:00-15:00

…レパートリーB練習
…レパートリーA練習

…ドレスリハーサル

5
〈弦楽器〉
10:00-12:00
12:45-
13:15-14:30
15:00-16:30
16:30-
17:00-18:00
〈木管楽器〉
10:00-12:00
14:00-15:00

76 18:00-
受講生による室内楽コンサート

12
14:00-20:00…オーケストラ・

　リハーサル

9 1110
11:00-18:00…オーケストラ・

　リハーサル
11:00-18:00…オーケストラ・

　リハーサル

12:45-13:30
日本の歌レクチャーコンサート

15:30 - 17:00
公開リハーサル

…ゲネプロ10:45-13:00

13
…ゲネプロ11:00-12:30

19:00-…フェアウェルパーティー

14:00-
オーケストラ・コンサート
（紀尾井ホール）

14:00-
オーケストラ・コンサート
（横浜みなとみらいホール）

14
DAY-OFF

11:30-12:30
ロビーコンサート
＠みなとみらいホール
15:30-16:30
戸塚高校吹奏楽部指導

ひたすら音楽創
造に集中する 厳

しい１９日間、ス
タート！ 

毎日満遍なくリ
ハーサル、レッス

ンが組まれてい
ます。

MMCJ 2019 Start!

See you again!

弦楽器 レパートリーA（古典派）
ベートーヴェン：
弦楽四重奏曲第 1番 ヘ長調 Op.18 No.1
弦楽四重奏曲第 2番 ト長調 Op.18 No.2
弦楽四重奏曲第 3番 ニ長調 Op.18 No.3
弦楽四重奏曲第 4番 ハ短調 Op.18 No.4

弦楽器 レパートリーB（ロマン派以降）
エルガー：弦楽四重奏曲 ホ短調 Op.83
ラベル：弦楽四重奏曲 ヘ長調
ブラームス：弦楽四重奏曲 第 2番 イ短調 Op.51 No.2
ドヴォルザーク：弦楽四重奏曲 第 12番 ヘ長調Op.96 「アメリカ」

木管楽器
リゲティ：木管五重奏のための6つのバガテル
イベール：木管五重奏のための3つの小品
バーバー：サマーミュージック Op.31

オンスロー：木管五重奏 ヘ長調 Op.81
タファネル：木管五重奏曲
パキート・デリヴェラ：アリア・トロピカル

6

7

ひたすら音楽創
造に集中する 厳

しい１９日間、ス
タート！ 

毎日満遍なくリ
ハーサル、レッス

ンが組まれてい
ます。
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201９年７月４日（木）19:00　横浜みなとみらいホール 小ホール　入場者数：３１６名

ガラ・コンサート（講師室内楽コンサート）

ハーヴィー・デ・スーザ
ジェニファー・ギルバート

モーツァルト：弦楽五重奏曲第 4 番 ト短調 K.516

1st Viol in:
2nd Viol in:

鈴木 学
マーク・デスモン

1st Viola:
2nd Viola:

二コラ・アルトマンCel lo:

吉田 將 *

シュルホフ：木管三重奏のためのディヴェルティメント

Bassoon:𠮷村 結実 *Oboe: ヴィセンテ・アルベローラClar inet :  

ジェニファー・ギルバート
ハーヴィー・デ・スーザ

メンデルスゾーン：弦楽八重奏曲 変ホ長調 Op.20

1st Violin:
2nd Violin:

久保田 巧 *
佐份利 恭子 *

3rd Violin:
4th Violin:

マーク・デスモン
鈴木 学

1st Viola:
2nd Viola:

エリック・キム
二コラ・アルトマン

1st Cello:
2nd Cello:

Gala Concert
VOL.1　２０１９年７月３日（水） 11:30
アニヴェルセル みなとみらい横浜　入場者数：４２名

VOL.2　２０１９年７月６日（土） 11:30 
横浜みなとみらいホール ロビー　入場者数：６０名

受講生によるロビー・コンサート （入場無料）

Lobby Concert

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第４番 ハ短調 Op.18 No.4 第１楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第３番 ニ長調 Op.18 No.3 第４楽章

タファネル：木管五重奏曲 第１、２楽章

新田 僚
1st Violin:

イザベラ・エガワ
2nd Violin:

グレース・アイ・タケダ
Viola:

ジェウォン・アーン
Cello:

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第２番 ト長調 Op.18 No.2 第１楽章

イザベラ・エガワ
1st Violin:

森澤 麻里江
2nd Violin:

エヴァン・パトリック・
ロビンソン

Viola:

リア・ギャラッソ
Cello:

ブラームス：弦楽四重奏曲第２番 イ短調 Op.51 No.2 第１楽章

ビュンチャン・リー
1st Violin:

マイティナ・ジロー
2nd Violin:

川守田 祐利
Viola:

リア・ギャラッソ
Cello:

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第１番 ヘ長調 Op.18 No.1 第４楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第２番 ト長調 Op.18 No.2 第４楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第４番 ハ短調 Op.18 No.4 第３楽章

新田 僚
1st Violin:

イザベラ・エガワ
2nd Violin:

グレース・アイ・タケダ
Viola:

ジェウォン・アーン
Cello:

森澤 麻里江
1st Violin:

ミハイル・ヴァイマン
2nd Violin:

桂田 光理
Viola:

イサベル・クォン
Cello:

ミハイル・ヴァイマン
1st Violin:

柴山 貴喜
2nd Violin:

川守田 祐利
Viola:

ジェウォン・アーン
Cello:

米崎 光
1st Violin:

ビュンチャン・リー
2nd Violin:

グレース・アイ・タケダ
Viola:

イサベル・クォン
Cello:

マイティナ・ジロー
1st Violin:

新田 僚
2nd Violin:

桂田 光理
Viola:

柴田 花音
Cello:

森澤 麻里江
1st Violin:

ミハイル・ヴァイマン
2nd Violin:

桂田 光理
Viola:

イサベル・クォン
Cello:

柴山 貴喜
1st Violin:

米崎 光
2nd Violin:

エヴァン・パトリック・
ロビンソン

Viola:

柴田 花音
Cello:

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第３番 ニ長調 Op.18 No.3 第２楽章

エルガー：弦楽四重奏曲 ホ短調 Op.83 第２楽章

ラヴェル：弦楽四重奏曲 ヘ長調 第２楽章 

ドヴォルザーク：弦楽四重奏曲第１２番 ヘ長調 Op.96 「アメリカ」 第２楽章

リゲティ：木管五重奏のための６つのバガテル  

福島 さゆり
Flute:

カロリーナ・ロドリゲス
・カノサ

Oboe:

ナディア・ハーシェミー
Clarinet:

栗林 愛理
Bassoon:

オラフ・ヒメネス・ペレス
Horn:

柴山 貴喜
1st Violin:

米崎 光
2nd Violin:

エヴァン・パトリック・
ロビンソン

Viola:

柴田 花音
Cello:

福島 さゆり
Flute:

カロリーナ・ロドリゲス
・カノサ

Oboe:

ナディア・ハーシェミー
Clarinet:

栗林 愛理
Bassoon:

オラフ・ヒメネス・ペレス
Horn:

*２０１９サポーティングアーティスト
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２０１９年７月８日（月）18:00 横浜みなとみらいホール 小ホール　入場者数：２１５名

受講生による室内楽コンサート

クラリネット講師ヴィセンテ・アルベローラによる出張レッスン。今
年はプッチーニの「トスカ」をメインに熱いレッスンが行われました
が、冒頭のアルベローラ氏自身の独奏は、生徒一人一人に強烈な印
象を残したようです。質問コーナーでは、「人の心を掴む演奏をする
には？」「自分の思いを演奏に反映させるには？」などの生徒たちの
問いに真正面から答え、来年もまた！と学校を後にしました。

２０１９年７月６日（土） 15:30 ～ 16:30
講師：ヴィセンテ・アルベローラ

横浜市立戸塚高校吹奏楽部指導

重要文化財三渓園にて、茶道及び聞香を体験しました。「３００年前
のサムライの時代にタイムトリップをしましょう」との言葉に、背筋が
伸びた受講生。「日本人が持つ五感の感性を伝えたい」と仰る保科
先生の説明に続く体験で、音楽への良い刺激が得られたかもしれま
せん。三渓園の美しい庭園も見学しました。

２０１９年７月２日（火）９:00～13:30　三渓園
協力 : JTCL  講師 : 保科眞智子

日本伝統文化体験

今年は《浜辺の歌》を中心に、日本語の表現の美しさについて受講生
に伝え、全員で斉唱しました。またドイツ民謡《ちょうちょ》について、日
本の歴史的背景も交えて紹介。レクチャーでは国際弁護士の松尾翼
先生が、日本で音楽を勉強した思い出と共に、唱歌のメロディーや歌
詞をそれぞれの国へと持ち帰ってもらいたいと語られました。

２０１９年７月１０日（水） 12:45～13:30
監修 : 松尾 翼　ソプラノ: 三浦 梓   ピアノ : 村田 千佳
演奏曲目 : 浜辺の歌／ちょうちょ

日本の歌 レクチャーコンサートシリーズ 第４回 キッズコンサート

３歳～５歳の幼児対象に、３０分間のサロンコンサートを開催。それ
ぞれのグループが工夫を凝らして楽器紹介、曲紹介を行います。ラ
ヴェルでは「海にいるのを想像してみて」「波が寄せたり引いたりして
いるよ」と子供達の想像力を広げる言葉の投げかけがありました。

２０１９年７月１日（月）10:45～11:20
演奏曲目 : 弦楽四重奏曲 ドヴォルザーク「アメリカ」より第１楽章／
ラヴェルより第１楽章／木管五重奏曲オンスローより第１楽章

オーケストラ・公開リハーサル Open Rehearsal of MMCJ Orchestra

２０１９年７月１１日（木）15：30～ 17：00
リハーサル曲 : シベリウス交響曲第2番・ハイドン 交響曲第44番　

福島 さゆり
Flute:

カロリーナ・ロドリゲス・カノサ
Oboe:

ナディア・ハーシェミー
Clarinet:

栗林 愛理
Bassoon:

オラフ・ヒメネス・ペレス
Horn:

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第１番 ヘ長調 Op.18 No.1第１、２楽章

イザベラ・エガワ
1st Violin:

森澤 麻里江
2nd Violin:

エヴァン・パトリック・ロビンソン
Viola:

リア・ギャラッソ
Cello:

米崎 光
1st Violin:

ビュンチャン・リー
2nd Violin:

グレース・アイ・タケダ
Viola:

イサベル・クォン
Cello:

森澤 麻里江
1st Violin:

ミハイル・ヴァイマン
2nd Violin:

桂田 光理
Viola:

イサベル・クォン
Cello:

ミハイル・ヴァイマン
1st Violin:

柴山 貴喜
2nd Violin:

川守田 祐利
Viola:

ジェウォン・アーン
Cello:

柴山 貴喜
1st Violin:

米崎 光
2nd Violin:

エヴァン・パトリック・ロビンソン
Viola:

柴田 花音
Cello:

新田 僚
1st Violin:

イザベラ・エガワ
2nd Violin:

グレース・アイ・タケダ
Viola:

ジェウォン・アーン
Cello:

マイティナ・ジロー
1st Violin:

新田 僚
2nd Violin:

桂田 光理
Viola:

柴田 花音
Cello:

ブラームス：弦楽四重奏曲第２番 イ短調 Op.51 No.2 第２、４楽章

ビュンチャン・リー
1st Violin:

マイティナ・ジロー
2nd Violin:

川守田 祐利
Viola:

リア・ギャラッソ
Cello:

ラヴェル：弦楽四重奏曲 ヘ長調 第３、４楽章 

バーバー：サマーミュージック Op.31 

エルガー：弦楽四重奏曲 ホ短調 Op.83 第３楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第４番 ハ短調 Op.18 No.4 第１、２楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第２番 ト長調 Op.18 No.2 第２、３楽章

ドヴォルザーク：弦楽四重奏曲第１２番 ヘ長調 Op.96 「アメリカ」 第２、4楽章

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第３番 ニ長調 Op.18 No.3 第１、４楽章

Chamber Music Concert Cultural Events

Japanese Songs Concert for Kids

戸塚高校の生徒５０名弱が参加し、
真剣な眼差しで観入っていました。
自分たちの吹奏楽にも応用できる気
づきがあったと感激したようで、コン
サートにも急遽行きたいと申込みが
あったほどです。奏者にも良い緊張
感が生まれ、充実したリハーサルと
なりました。



２０１９年７月１３日（土）14:00 開演　紀尾井ホール　入場者数：４３３名
２０１９年７月１４日（日）14:00 開演　横浜みなとみらいホール 大ホール　入場者数：７９５名

オーケストラ コンサート

Orchestra Concert
萩森英明：Novelette for Violette 
　　　　～ On a Theme by Scarlatti（MMCJ2017 委嘱作品）

指揮：大友直人

指揮：マイケル・ギルバート

ハイドン：交響曲第 44 番 ホ短調「悲しみ」Hob. I: 44

シェーンベルク：室内交響曲第１番 ホ長調 Op.9

指揮：大友直人

シベリウス ：交響曲第 2 番 ニ長調 Op.43

講師
受講生
MMCJ修了生
2019サポーティング・アーティスト

◇：
 ◆：
 ＊：

無印：

◇鈴木 学
◆桂田 光理
◆川守田 祐利
◆エヴァン・パトリック・ロビンソン
◆グレース・アイ・タケダ
＊高山 愛
＊鶴 友見
＊松崎 敦子

Viola ヴィオラ 

池松 宏
長坂 裕美
＊長谷川 信久
＊森田 良平

Contrabassコントラバス 

◆福島 さゆり
野口 みお

Flute フルート

◆カロリーナ・ロドリゲス・カノサ
＊𠮷村 結実

Oboe オーボエ

◇ヴィセンテ・アルベローラ
◆ナディア・ハーシェミー
＊後藤 詩絵

Clarinet & Bass Clarinet クラリネット

◆栗林 愛理
坪井 隆明 

Bassoon ファゴット

◆オラフ・ヒメネス・ペレス
勝俣 泰
竹村 淳司
大槻 香奈絵

Horn ホルン

呉 信一
ザッカリー・ガイルズ
石川 浩

Trombone トロンボーン

高橋 敦
河原 史弥
木下 淳平

Trumpet トランペット

荻野 晋
Tuba チューバ

久保 昌一
Timpani ティンパニ

◇ジェニファー・ギルバート
◇ハーヴィー・デ・スーザ
◆イザベラ・エガワ
◆マイティナ・ジロー
◆ビュンチャン・リー
◆森澤 麻里江
◆新田 僚
◆柴山 貴喜
◆ミハイル・ヴァイマン
◆米崎 光
＊朝来 桂一
＊石井 華子
＊岡部 綾子
佐々木 絵理子
＊白井 麻友
宗田 勇司
＊滝口 泰子
竹中 勇人
＊藤村 知史
＊的場 ゆきえ
＊山下 未歩
＊吉野 駿

Violin: ヴァイオリン 

◇カイサ・ウィリアム＝オルソン
◆ジェウォン・アーン
◆リア・ギャラッソ
◆イザベル・クォン
◆柴田 花音
＊饗庭 萌子
海野 幹雄

Cello チェロ 
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受講生

Students

受講生／来場者の声

Voices
Violin ヴァイオリン

Viola ヴィオラ

Cello チェロ

Flute フルート Bassoon ファゴットOboe オーボエ Clarinet クラリネット Horn ホルン

受講生に聞く

MMCJで
得たものは ?

イザベラ・エガワ
Isabella Egawa
U.S.A.
カーネギー・
メロン大学
Carnegie Mellon University

ミハイル・ヴァイマン
Mikhail Vayman
U.S.A.
南カリフォルニア大学
ソーントン音楽学校
University of Southern California, 
Thornton School of Music

柴田 花音
Kanon Shibata
Japan
東京藝術大学音楽学部
Tokyo University of the Arts, 
School of Music

エヴァン・パトリック・
ロビンソン
Evan Patrick Robinson
U.S.A.
マギル大学
シューリヒ音楽院
McGill University, 
Schulich School of Music

桂田 光理
Hikari Katsurada
Japan
東京藝術大学音楽学部
Tokyo University of the Arts, 
School of Music

オラフ・ヒメネス・ペレス
Olaf Jiménez Pérez
Spain
カスティーリャ・イ・
レオン音楽高等学校
Conservatorio Superior de 
Música de Castilla y León

川守田 祐利
Yuri Kawamorita
Japan
東京藝術大学音楽学部
Tokyo University of the Arts, 
School of Music

グレース・アイ・タケダ
Grace Ai Takeda
Canada
カーティス音楽学校
The Curtis Institute of Music

イザベル・クォン
Isabel Kwon
U.S.A.
インディアナ大学ジェイコブス音楽院
Indiana University 
Jacobs School of Music

柴山 貴喜
Kiki Shibayama
Japan
桐朋学園大学音楽学部
Toho Gakuen College 
Music Department

マイティナ・ジロー
Maïthéna Girault
Canada
マンハッタン音楽学校
Manhattan School of Music

米崎 光
Hikaru Yonezaki
Japan
ジュリアード音楽院
The Julliard School

ジェウォン・アーン
Jaewon Ahn
South Korea
マギル大学シューリヒ音楽院
McGill University, 
Schulich School of Music

新田 僚
Tsukasa Nitta
Japan
東京都交響楽団
Tokyo Metropolitan 
Symphony Orchestra

ビュンチャン・リー
Byungchan Lee
Canada
ジュリアード音楽院
The Julliard School

森澤 麻里江
Marie Morizawa
Japan
東京藝術大学音楽学部
Tokyo University of the Arts, 
School of Music

リア・ギャラッソ
Lea Galasso
Italy
バーゼル音楽大学
Hochschule für Musik Basel

福島 さゆり
Sayuri Fukushima
Japan
東京藝術大学
大学院音楽研究科
Tokyo University of the Arts, 
Graduate School of Music

カロリーナ・
ロドリゲス・カノサ
Carolina Rodríguez Canosa
Spain
ザール音楽大学
Hochschule für Musik Saar

ナディア・ハーシェミー
Nadia Hashemi
Iran
ロベルト・シューマン
音楽大学
Robert Schumann Musik 
Hochschule

栗林 愛理
Eri Kuribayashi
Japan
東京藝術大学
大学院音楽研究科
Tokyo University of the Arts, 
Graduate School of Music

■初めて出会う仲間、限られた時間、沢山
のレパートリー、という最高にプレッシャーが
かかる状況でのリハーサルの仕方につい
て、多くのことを学びました。

■このセミナーを通して、音楽家としても人
間としても成長できたと思う。ヨーロッパへ戻
る途中に、ここで得たことを全部思い返して、
まだ気づいていなかったことを今後自分の
ものにしたいと思う。というのも、この期間に
本当に多くのアドバイスとインスピレーション
をもらったので、それらを消化するために時
間が必要だと思うから。とにかく、ここに来る
前より、音楽に対して多くの視点を持つこと
ができるようになった。

■次から次へと譜面と向き合うのではなく、
一音一音大切にする気持ちを忘れないよう
にとあらためて思いました。

■周りの方のレベルが非常に高かったの
で良い刺激を受けました。いろんな演奏を
する方がいて、自分もこんな風に弾きたいな
と思うことがたくさんありました。

■わたしがこの音楽祭で気に入っているの
は先生方を知ることができたこと、これからも
連絡を取り続けたいと思うような良い目指
すべき音楽家を得られたことです。

■音楽家としても、また人間としても成長でき
たと感じている。 

■音楽は技術ではなく人同士の対話から
生まれるものだと感じた。

■日本人と海外の方々の文化や性質の違
い。目と耳をフルに開いて見えてくるアンサン

■奏者の眼…真剣さ一途さが伝わってき
た。何だろうか涙が出そうでした。

（室内楽 70 代・男性）

■楽しかった。飽くことなく聴けた。
（室内楽 60 代・男性）

■各々の個性が出て、きかせてましたね。
（室内楽 60 代・男性）

■全ての曲が熱演で素晴らしかったです。
特にシェーンベルクは学生とは思えない素
晴らしい出来栄えと思いました。

（オーケストラ 50 代・男性）

■若々しさを感じる年もあるが、今年度は
調和というものが感じられすばらしかったと
思います。

（オーケストラ 60 代・女性）

■若手ののびのびとした演奏でした。将来
に期待。

（オーケストラ 50 代・男性）

■新曲は楽しかった。シベリウスは名曲、名
指揮、名演奏 !! 感動でした。

（オーケストラ 80 代・男性）

■初めて会った方と３週間で音楽を作って
いるのがすごいなと感じました。国境を越え
た音楽が素晴らしかったです。

（オーケストラ 10 代・女性）

■難解な曲が多いが、丁寧な演奏と感じ
た。（オーケストラ 70 代・男性）

■明日から楽器を吹くことが１００倍楽しみ
になりました。

（オーケストラ 10 代・男性）

来場者に聞く

コンサートの
感想は ?
■素晴らしいの一言に尽きます。

（ガラ 80 代・男性）

■心身の隅 ま々で満たされました。
（ガラ 50 代・男性）

■久々に感動しました。また聴きたいと思い
ました。
（ガラ 50 代・女性）

■生演奏の迫力がすごかった！
（室内楽 10 代・女性）

■生徒とはいえ、みなさんレベルが高く、
びっくりした。昨年まで毎年、先生のガラコン
サートと最終日のオーケストラばかり聞いて
いたが、今年は生徒さんたちの演奏も聴い
てよかった。

（室内楽 70 代・男性）

ブルのおもしろさ。全ての音には意図、方向
性があって、全ての音に魂を込めて演奏す
ることの大事さに改めて気づかされました。

■MMCJ は演奏家として、人と人がどこまで
コミュニケーションできるかの挑戦の場だと
思う。多様な文化が寄るこの場所は、コミュ
ニケーションの仕方も手段も、人によって大
きく異なるということだ。僕は MMCJ に 2 度
参加したけれど、とにかく忍耐力、困難なこ
とをやり通すこと、ひとつのアイデアに固執せ
ずに、時には潔く手放すことなど、本当に多
くを学んだ。レッスンで先生全員から沢山の
様々な意見やアイデアを受け取ることで、演
奏家として成長する機会を与えてもらった。
つまり、音楽を演奏するというのは無限の解
釈の可能性があるということ、そして最も大
切なことは、その可能性の中から、自分たち
が心から確信を持ち納得できるものを見つ
けることだと気づかせてくれた。

■素晴らしい仲間と出会えたこと、日本の文
化を体験できたことがとても良かった。それ
から、先生方はみな影響力があって刺激を
もらえました。

■こんなに素晴らしい四重奏の勉強ができ
るとは思いもよらなかった！オーケストラで先
生方と一緒に演奏できたのはすごい体験
だったので、室内楽でも先生と一緒に弾け
たら良かった！



【チラシ／ポスター】
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【ホール・コンサート情報】
●横浜みなとみらいホール
・コンサートカレンダー 2019.7-8 号（公演情報、広告）
・Miraist Club 会報誌「Miraist News」4,5,6,7-8 月号
・メールマガジン（6月 26日配信）
・公式サイト、特設ページ　
　http://www.yaf.or.jp/mmh/
・公式ブログ：受講生インタビュー
　http://www.yaf.or.jp/mmh/blog/
・公式 Twitter

●紀尾井ホール
・公演カレンダー 2019 年 5-7 月／ 7-9 月
・公式サイト http://www.kioi-hall.or.jp/

【新聞・雑誌・情報誌】

【ラジオ・TV】
●NHK-FM 横浜放送局「横浜サウンド☆クルーズ はま☆キラ」（6/14 放送）

●J:COM「デイリーニュース」（横浜・南横浜、7/5 放送）

【プレスリリース】
●MMCJ
・「MMCJ2019、開催迫る！6/26（水）～7/14（日）、横浜みなとみらいホール他で開催（6/7 配信）

●横浜市文化観光局
・横浜市民招待（4/24 記者発表 &HP 公開）、
　開催概要（横浜市民公開リハーサル、アウトリーチ含む。6/24 記者発表 &HP 公開）

MMCJコンサート チラシ／ポスター

MMCJ 受講生募集 チラシ／ポスター

メディア掲載

Media

●受講生募集
■チラシ
（和文）計 700 枚
・国内音楽教育機関 28 校
・横浜市文化観光局
（英文）計 500 枚
・海外音楽教育機関 7か国 8 校
■ポスター
ポスター（和文・英文）各 100 枚
＊配布先は上記に同じ

●MMCJコンサート
■チラシ　計 26,500 枚
・横浜みなとみらいホール（DM・挟み込み）
・横浜市文化市内施設（配架）
・横浜開港記念祭（挟み込み）
・横浜高速鉄道（配架）
・協同組合元町 SS 会（置きチラシ）
・紀尾井ホール（配架）
・横浜ベイホテル東急（配架）
・アニヴェルセル横浜みなとみらい（配架）
・東急ストア（配架）
・よみうりカルチャーセンター（配架）
・東京メトロ地下鉄構内（配架）
・公演挟み込み　他
■ポスター　計 88 枚
・横浜市内大学　30 校
・横浜みなとみらいホール　4 箇所
・横浜高速鉄道みなとみらい線　5 駅
・東急東横線　日吉～横浜各駅（6/24-7/14）
・京急線　横浜市内 23 駅（6/1-7/1）
他

●MMCJ ロビーコンサート
■チラシ　計 5,000 部
・横浜市文化観光局
・横浜みなとみらいホール DM・配架
・アニヴェルセル・みなとみらい横浜
・ガラ・コンサート

● 読売新聞・夕刊 文化面（6/27 付）「若手奏者　言語超え一体感」

【インターネット】
●アプリ版ぴあニュース（6/17 配信）
・「ミュージック・マスターズ・コース・ジャパン (MMCJ）
　室内楽に力を注ぐ国際教育音楽祭開幕！」
https://lp.p.pia.jp

●タウンニュース横浜中区・西区版（7/4 号）
　「若き音楽家の名演を」

●音楽の友 7 月号
　「全国夏の音楽祭ガイド2019」

●神奈川新聞・朝刊
　コンサート情報（6/26 付）

●Confettii 7 月号 

●タウンニュース横浜中区・西区版（7/4 配信）
「若き音楽家の名演を」
https://www.townnews.co.jp/

●マグカル・ドット・ネット（神奈川県内アート・カルチャー情報サイト）
https://magcul.net/

●mirea（みなとみらいエリア フリーマガジン）
http://mirea-web.jp/

●minatomirai21（横浜みなとみらい 21 公式サイト）
http://minatomirai21.com/

●【公演評】東条碩夫のコンサート日記（7/4 ガラ・コンサート）
http://concertdiary.blog118.fc2.com/

●【公演評】ベイのコンサート日記　
音楽評論家・長谷川京介（7/14 オーケストラ・コンサート）
https://ameblo.jp/baybay22/

●横浜市文化観光局公式サイト
https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/bunkashinko/
shinko/mmcj.html

●Confettii 7 月号　ウェブサイト
https://www.confetti-web.com/
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